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(57)【要約】
　本発明は、真空掃除機２用のノズル１に関する。ノズ
ル１は、掃除対象の表面から微小物を拾い集めるために
長手軸の周りに構成された回転部材３と、回転部材に絡
み付いた物を取り除くための清掃機構とを備える。清掃
機構は、回転部材の少なくとも１つの放射状突出部材１
３に設置された少なくとも１つの支持面４と、清掃部材
が支持面から距離を置いて構成される休止位置と回転部
材に近接する少なくとも１つの清掃位置との間で移動可
能な少なくとも１つの清掃部材５とを備える。清掃位置
において、清掃部材は、回転部材が回転するとき、支持
面の少なくとも１つの区画と協働して、回転部材から絡
み付いた物を取り除く。清掃部材は、回転部材の回転時
に少なくとも１つの清掃位置において少なくとも１つの
支持面の少なくとも１つの区画との間に弾性接触部を与
えることができる弾性シート部材５ａを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　真空掃除機（２）用のノズル（１）であって、
　前記ノズル（１）が
　－　掃除対象の表面から微小物を拾い集めるための回転部材（３）であって、長手軸（
１０）の周りに構成される回転部材と、
　－　前記回転部材（３）に絡み付いた物を取り除くための清掃機構と、
　を備え、
　前記清掃機構が、
　－　前記回転部材（３）の少なくとも１つの放射状突出部材（１３）に設置された少な
くとも１つの支持面（４）と、
　－　少なくとも１つの清掃部材（５）であって、前記清掃部材（５）が前記支持面（４
）から距離を置いて構成される休止位置と、前記回転部材に近接する少なくとも１つの清
掃位置であって、前記清掃部材（５）が前記回転部材（３）の回転時に前記支持面（４）
の少なくとも１つの区画（４ａ）と協働して前記回転部材（３）から絡み付いた物を取り
除く少なくとも１つの清掃位置と、の間で移動可能な少なくとも１つの清掃部材と、
　を備え、
　前記清掃部材（５）が、前記回転部材（３）の回転時に、前記少なくとも１つの清掃位
置において、前記少なくとも１つの支持面（４）の少なくとも１つの区画（４ａ）との間
に弾性接触部を提供することができる弾性シート部材（５ａ）を備えることを特徴とする
、
　ノズル（１）。
【請求項２】
　前記清掃部材（５）が、前記弾性シート部材（５ａ）を保持する長手棒（５ｂ）を備え
、前記長手棒（５ｂ）が前記回転部材（３）の前記長手軸（１０）に沿って構成される、
　請求項１に記載のノズル（１）。
【請求項３】
　前記清掃部材（５）の前記弾性シート部材（５ａ）が、前記少なくとも１つの清掃位置
において、４０°～９０°の範囲の角度αで前記少なくとも１つの支持面（４）の前記少
なくとも１つの区画（４ａ）の接線と交わる、
　請求項１又は２に記載のノズル（１）。
【請求項４】
　前記弾性シート部材（５ａ）が０.２～０.８ｍｍの範囲の厚さを有する、
　請求項１～３のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの放射状突出部材（１３）が前記回転部材（３）の長手軸（１０）
に沿って螺旋状に構成される、
　請求項１～４のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項６】
　単一の放射状突出部材（１３）が前記回転部材（３）の長手軸（１０）に沿って螺旋状
に構成される、
　請求項１～５のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項７】
　複数の放射状突出部材（１３）が前記回転部材（３）の長手軸に沿って螺旋状に構成さ
れる、
　請求項１～５のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項８】
　前記清掃部材（５）は、前記回転部材（３）の上方に位置する前記休止位置から前記少
なくとも１つの清掃位置へ回動すべく、前記回転部材上方に位置する前記長手棒（５ａ）
を介して回動するように構成される、
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　請求項１～７のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項９】
　前記清掃部材（５）が、前記ノズル（１）において使用者の方を向く表面に設置された
プッシュボタン（６）に押圧力を加えることによって前記休止位置から前記少なくとも１
つの清掃位置へ移動する、
　請求項１～８のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１０】
　前記清掃部材（５）が、リンク機構（７）を介して前記ノズル（１）上の前記プッシュ
ボタン（６）に接続される、
　請求項９に記載のノズル（１）。
【請求項１１】
　少なくとも１つの突出部品（８）が、前記ノズル（１）において、掃除対象の表面の方
を向く表面に構成される、
　請求項１～１０のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１２】
　前記回転部材（３）が、前記回転部材（３）の前記長手軸（１０）に対して直角に構成
された放射状リブ（９）を備える、
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１３】
　前記放射状リブ（９）が、前記回転部材（３）から前記少なくとも１つの突出部材（１
３）まで延びて、前記回転部材（３）に沿って複数のポケット（１１）を生成する、
　請求項１２に記載のノズル（１）。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの支持面（４）が複数の区画（４ａ、４ｂ、４ｃ）を備え、前記区
画（４ａ、４ｂ、４ｃ）の各々が、前記長手軸（１０）に対して個別の半径で構成される
、
　 請求項１～１３のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１５】
　前記区画（４ａ、４ｂ、４ｃ）の前記半径が漸次的に変化し、それによって、前記区画
（４ａ、４ｂ、４ｃ）が連続的支持面（４）を形成する、
　請求項１４に記載のノズル（１）。
【請求項１６】
　複数の支持面（４）が複数の放射状突出部材（１３）に構成される、
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１７】
　さらに、前記回転部材（３）がノズルカバー（１２）越しに見えるように少なくとも部
分的に透明材料で作られるノズルカバー（１２）を備える、
　請求項１～１６のいずれか１項に記載のノズル（１）。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載のノズル（１）を備える真空掃除機（２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転部材と、回転部材に絡み付いた物を取り除くための清掃機構とを備える
真空掃除機用ノズルに関する。本発明は、電池式真空掃除機並びに商用電源供給真空掃除
機のためのものである。
【背景技術】
【０００２】
　回転部材即ち回転ブラシロールを備える真空掃除ノズルにおいて、糸、糸屑、人間若し
くは動物の毛又はその他の繊維質の物質は、真空掃除機の作動時にブラシロールの周りに
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密着し又は巻付いて付着する傾向があることが、知られている。これは掃除ノズルの機能
を阻害する可能性がある。
【０００３】
　特許文献１において、突出摩擦面を有する回転ブラシと回転ブラシの周りに巻き付いた
ごみを取り除くための１つ又はそれ以上の清掃部材とを備える真空掃除機用の掃除ノズル
が開示される。清掃部材は、回転ブラシに隣接して位置決めされ、休止位置と清掃位置と
の間で移動するように作られ、ブラシの回転時に回転ブラシを清掃するように構成される
。回転ブラシに集められたごみは、ブラシロールにきつく巻き付いて、ブラシの毛と絡み
合っているので、多くの場合取り除くのが困難である。従って、清掃部材が摩擦部材を押
圧することよって絡み付いた糸を外すためには大きな力が必要である。このような力は、
真空掃除機の使用者が手動で加えることができる。電気掃除機又は電動ブラシヘッドは、
この力が加えられたときにブラシロールを回転させるために必要な動力を与えることがで
きる必要がある。
【０００４】
　開示された設計の欠点は、清掃作動時にブラシロールを回転させるために必要な動力を
得ることができないことである。従って、ノズルを清掃するための清掃機能の分野におい
て改良が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開特許第２００９／１１７３８３（Ａ２）号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、上記の欠点の少なくとも１つを克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の１つの形態によれば、真空掃除機用のノズルが提供される。ノズルは、掃除対
象の表面から微小物を拾い集めるための回転部材を備える。回転部材は、長手軸の周りに
構成される。ノズルは、更に、回転部材に絡み付いた物を取り除くための清掃機構を備え
る。清掃機構は、回転部材の少なくとも１つの放射状突出部材に設置された少なくとも１
つの支持面と、清掃部材が支持面から距離を置いて構成される休止位置と回転部材に近接
する少なくとも１つの清掃位置との間で移動可能な少なくとも１つの清掃部材とを備える
。清掃位置において、清掃部材は、回転部材の回転時に支持面の少なくとも１つの区画と
協働して回転部材から絡み付いた物を取り除く。清掃部材は、回転部材の回転時に、少な
くとも１つの清掃位置において少なくとも１つの支持面の少なくとも１つの区画との間に
弾性接触部を提供することができる弾性シート部材を備える。
【０００８】
　清掃作動のために弾性接触部を提供することによって、ブラシロールなどの回転部材を
回転させるために必要な動力が、以前の解決策に比べて制限される。それによって、清掃
作動時に適切な清掃機能が保証される。
【０００９】
　本発明の別の形態によれば、この種のノズルを備える真空掃除機が提供される。
【００１０】
　実施形態によれば、清掃部材は、弾性シート部材を保持する長手棒を備える。長手棒は
、回転部材の長手軸に沿って構成される。
【００１１】
　実施形態によれば、少なくとも１つの清掃位置にある清掃部材の弾性シート部材は、角
度α（αは４０°～９０°の範囲）で少なくとも１つの支持面の少なくとも１つの区画の
接線と交わる。角度は、効率的な清掃を可能にし、かつ掃除作業時に適切な掃除機能を保
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証するノズルの回転部材の回転運動を可能にするように選択される。
【００１２】
　実施形態によれば、弾性シート部材は、０.２～０.８ｍｍの範囲の厚さを有する。
【００１３】
　実施形態によれば、少なくとも１つの放射状突出部材は、回転部材の長手軸に沿って螺
旋状に構成される。螺旋状構成は、回転時に回転部材の適切な清掃を保証すると同時に、
限定された支持面内において相互作用的清掃が実施される。それによって、回転部材の回
転速度への影響が減少し、効果的な清掃作動が行われると同時に、通常の掃除作業が維持
される。
【００１４】
　実施形態によれば、単一の放射状突出部材が、回転部材の長手軸に沿って螺旋状に構成
される。
【００１５】
　実施形態によれば、複数の放射状突出部材が、回転部材の長手軸に沿って螺旋状に構成
される。
【００１６】
　実施形態によれば、清掃部材は、清掃部材が回転部材上方に位置する休止位置から少な
くとも１つの清掃位置へ回動すべく、回転部材上方において長手棒を介して回動するよう
に構成される。
【００１７】
　実施形態によれば、清掃部材は、ノズルに設置されたプッシュボタンに押圧力を加える
ことによって、休止位置から少なくとも１つの清掃位置へ移動する。プッシュボタンは、
ノズルの１つの側面又はその中間部分において、使用時に使用者の方を向く表面又はその
反対に構成することができる。
【００１８】
　実施形態によれば、清掃部材は、リンク機構の軸部を介してノズル上のプッシュボタン
に接続される。
【００１９】
　実施形態によれば、少なくとも１つの突出部品が、ノズルにおいて掃除対象の表面の方
を向く表面に構成される。清掃作動が実施されるとき、突出部品は、ノズルに加えられた
力によってノズルが傾斜するのを防止する。
【００２０】
　実施形態によれば、回転部材は、回転部材の長手軸に対して直角に構成された放射状リ
ブを備える。
【００２１】
　実施形態によれば、放射状リブは、回転部材から少なくとも１つの突出部材まで延びて
、回転部材に沿って複数のポケットを生成する。複数のポケットは、絡み付いた物が回転
部材の中間区画へ向かって動くのを防止する。それによって、絡み付いた物は、回転部材
の長さに沿って分布する。絡み付いた物が均等に分布することは、絡み付きの層が少なく
なるので、有利である。従って、適切な清掃のために必要な回転部材の回転数が少なくな
る。それによって、全体的清掃時間が減少する。
【００２２】
　実施形態によれば、少なくとも１つの支持面は複数の区画を備える。区画は、各々、長
手軸に対して個別の半径で構成される。区画の適切な半径を選択することによって、清掃
部材の弾性シート部材は、支持面の限定された面積と弾性接触する。単一点など限定され
た面積との接触は、効率の良い清掃を保証しながら、通常の掃除作業を妨害しない。
【００２３】
　実施形態によれば、区画の半径を漸次的に変化させ、それによって、区画が連続的支持
面を形成する。
【００２４】
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　実施形態によれば、複数の支持面が複数の放射状突出部材に構成される。
【００２５】
　実施形態によれば、ノズルは、更に、ノズルカバー越しに回転部材が見えるように少な
くとも部分的に透明材料で作られたノズルカバーを備える。これによって、使用者は、絡
み付いた物が沢山あって清掃作動を実施する必要があるか否かを見ることができる。
【００２６】
　本発明の更なる特徴及び利点は、特許請求の範囲および以下の説明から明らかになるだ
ろう。当業者には容易に分かるように、実施例の開示される特徴を組み合わせて、特許請
求の範囲において定義される本発明の範囲から逸脱することなく、以下に説明する実施形
態以外の実施形態を創作できる。
【００２７】
　本発明の様々な形態は、その特定の特徴及び利点を含めて、以下の説明及び添付図面か
ら容易に理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】１つの実施形態に従った真空掃除機を示す。
【図２】１つの実施形態に従った突出掃除面を備えるブラシロールを持つノズルを示す。
【図３】下から見たノズルを示す。
【図４ａ】実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構を示す。
【図４ｂ】実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構を示す。
【図４ｃ】実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構を示す。
【図４ｄ】実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構を示す。
【図４ｅ】実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構を示す。
【図５】１つの実施形態に従ったプッシュボタン及び清掃機構に接続されたリンク機構を
示す。
【図６ａ】１つの実施形態に従った清掃機構及びブラシロールの側面図である。
【図６ｂ】１つの実施形態に従った清掃機構及びブラシロールの側面図である。
【図７ａ】清掃機構が休止モードのとき不必要な摩耗から清掃機構及び剛毛を持つブラシ
ロールを保護するための別の機構を示す。
【図７ｂ】清掃機構が休止モードのとき不必要な摩耗から清掃機構及び剛毛を持つブラシ
ロールを保護するための別の機構を示す。
【図８】１つの実施形態に従った清掃機構の細部を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　次に、本発明について、実施例が示される添付図面を参照しながらより詳細に説明する
。但し、本発明は、本出願に示される実施形態に限定されると解釈すべきではない。以下
の説明全体を通じて、同様の参照番号は、適用可能な場合には同様の要素、部品、品目又
は特徴を示すために使用される。
【００３０】
　図１は、掃除対象の表面から微小物を拾い集めるためのブラシロールなどの回転部材３
を備えるノズル１を備える直立型真空掃除機２を示す。ノズル１は、更に、回転部材３に
絡み付いた物を取り除くための清掃機構も備える。ノズル１は、ノズルカバー１２越しに
回転部材３が見えるように、少なくとも部分的に透明材料で作られるカバー１２を備える
。それによって、使用者は、回転部材３に髪の毛などの物が沢山絡み付いているか否か見
ることができる。使用者は、ノズル１上のプッシュボタン６を押すことによって回転部材
３の清掃を開始する。
【００３１】
　図２は、１つの実施形態に従ったノズル１をより詳細に示す。清掃機構は、清掃部材５
と、回転部材３の放射状突出部材１３に設置された支持面４とを備える。図示する実施形
態において、２つの突出部材１３は、回転部材３の長手軸に沿って螺旋状に構成される。
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他の可能な代替案は、１つの螺旋状に構成された突出部材１３又は２つよりも多い螺旋状
に構成された突出部材１３である。清掃部材５は、支持面４から距離を置いて構成される
休止位置と清掃位置との間で移動可能である。清掃位置は、段階的に即ち漸次的に構成さ
れて、清掃作動時に清掃部材５を支持面に接近させることができる。これは、例えば、絡
み付いた物の厚い層が存在する場合に又は回転部材３を駆動するために利用できる動力が
限定される場合に有利であろう。リンク機構７の軸部を介して清掃部材５に接続されたプ
ッシュボタン６が、清掃部材５を休止位置と清掃位置との間で移動するために設置される
。
【００３２】
　清掃位置において、清掃部材５の弾性シート部材５ａは、回転部材３の回転時に支持面
４と協働して、絡み付いた物を回転部材３から除去する。弾性シート部材５ａは、回転部
材３の回転時に清掃位置にあるときに支持面４との間に弾性接触部を与えることができる
。それによって、取り除くべき絡み付いた物が沢山ある場合、清掃作動によって回転部材
３の回転速度が低下する可能性を制限できる。ノズル１は、回転部材３がノズルカバー１
２越しに見えるように少なくとも部分的に透明材料で作られるカバー３を備える。透明性
は、清掃作動が必要か否かを使用者が確認できるようにする。
【００３３】
　図３は、下から見たノズル１を示す。ブッシュボタン６を押し下げたとき、ノズル１は
、ノズル１の下に設置された１つ又はそれ以上の突出部品８によって傾斜を防止される。
突出部品８は、ノズル１において掃除対象の表面の方を向く表面に構成される。
【００３４】
　図４ａ～ｂは、１つの実施形態に従ったノズルのブラシロールのための清掃機構の休止
モード及び第２清掃モードを示す。清掃部材５は、清掃部材５が回転部材３上方の休止位
置から支持面に隣接する清掃位置へ回動すべく、回転部材３上方において長手棒５ｂを介
して回動するように構成される。清掃部材５の長さは、支持面４によって被覆されるブラ
シロールの長さと同じであることが好ましい。２つの放射状突出部材１３は、回転部材３
の長手軸１０に沿って螺旋状に構成される。清掃部材５は、弾性シート部材５ａを保持す
る長手棒５ｂを備える。清掃部材５は、回転部材３の長手軸１０に沿って構成される。弾
性シート部材５ａは、０.２～０.８ｍｍの範囲の厚みを持つことが好ましい。弾性シート
部材５ａに適した材料を選択することが重要である。材料は、時間を経過すると摩耗して
、その元来の引裂き能力（tearing ability）を失う。耐摩耗性を有するように、比較的
硬いばね鋼を使用できる。支持面と接する清掃部材５の縁は、絡み付いた物を効果的に取
り除くために比較的鋭利である必要がある。ばね鋼をせん断又はパンチプレスすることに
よって、せん断面の縁の一方は丸みを持ち、他方はまくれ（edge burr）を持つ。清掃部
材５をパンチプレスすることによって、切断面の１つの縁は他方より鋭利になる。せん断
又はパンチプレスすることによって、上記のように、清掃部材５の縁にまくれができる。
縁のまくれが最小化される場合、絡み付いた物をブラシロールから除去するのに適する鋭
い縁が生成される。上記の縁のまくれの代わりとして、清掃部材５の縁を、機械加工によ
って鋭利にできる。それによって、鋭利な縁の誤差を改善できる。
【００３５】
　図４ｃは、複数の区画４ａ、４ｂ、４ｃを持つ支持面４を備えるブラシロールとして示
される回転部材３を図解する。区画４ａ、４ｂ、４ｃの各々は、長手軸１０に対して個別
の半径で構成される。区画の半径は、図示する実施形態において、漸次的に変化し、それ
によって、区画は連続的支持面４を形成する。又は、半径を段階的に変化させ、それによ
って、異なる半径を持つ３つの別個の支持面を与えることができる。区画４ａの半径は、
清掃位置のときに清掃部材と表面区画４ａとの間で清掃可能に接触するように選択される
。区画４ｃの半径は、清掃部材５が清掃位置のときに清掃部材５と区画４ｃとの間に小さ
い距離があるように選択される。区画４ｂは、区画４ａの半径から区画４ｃの半径へ円滑
に移行させる漸次的に変化する半径が与えられる。
【００３６】
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　図４ｄにおいて図示する清掃部材５は、図４ｃの回転部材３の清掃中である。清掃部材
の弾性シート部材５ａは、区画４ａの単一接触点において支持面と弾性接触する。弾性シ
ート部材５ａが充分に屈曲できる場合、区画４ｃにおいてもある程度の接触が得られる。
但し、区画４ｃにおいてある程度の相互作用的清掃が行われても、清掃部材へ加えられた
力の大部分は、区画４ａへ伝達される。このような構成によって、清掃部材５へ加えられ
た力の少なくともほとんどは、区画４ａとの接触部に集中される。単一点で又は少なくと
も限定された面積での接触は、効率の良い清掃を保証しながら、通常の掃除作業を邪魔し
ない。
【００３７】
　ブラシロールの清掃時に問題となるのは、ブラシロールの周りの絡み付きがブラシロー
ルの長さに沿って均等に広がらないように思われることである。絡み付きは、ブラシロー
ルの中間区画において最大規模となる。このような絡み付きの不均等な分布は、ブラシロ
ール清掃の観点から見ると不利である。なぜなら、ブラシロールの１回転ごとに絡み付き
の上層の清掃が行われるからである。即ち、ある区画に絡み付きの層が多くなると、それ
だけ合計の清掃時間は長くなる。従って、ブラシロール清掃時間は、ブラシロールの１つ
の所定区画における絡み付きの最大層によって決まる。従って、全部の絡み付きがブラシ
ロールの長さに沿って分散すると有利である。図４ａ～ｄに示すように、回転部材３は、
回転部材３の長手軸１０に直角に構成された放射状リブ９を備える。放射状リブ９は、回
転部材３から突出部材まで延びて、回転部材３に沿って複数のポケット１１を生成する。
複数のポケット１１は、絡み付いた髪の毛などが中間区画へ向かって動くのを邪魔する。
それによって、ブラシロールの長さに沿って絡み付いた物のより大きな分布が可能になり
、ブラシロールの合計清掃時間が短縮される。各ポケット１１は、髪の毛などの微小物を
捕捉して、ブラシロールの長さに沿ってこれが動くのを阻止する。
【００３８】
　図５は、１つの実施形態に従ったプッシュボタン６及び清掃機構に接続されたリンク機
構７を示す。清掃部材５は、ノズル１において使用者の方を向く表面に設置されたプッシ
ュボタン６に押圧力を加えることによって、休止位置から清掃位置へ移動する。清掃部材
５は、リンク機構７の軸部を介してノズル１上のプッシュボタン６に接続される。
【００３９】
　図６ａ及び６ｂは、１つの実施形態に従った清掃機構及びブラシロールの詳細な側面図
である。図６ａに図示する清掃部材５は、休止位置にある。弾性シート部材５ａと回転す
るブラシロールのどの部品との間にも接触部はない。図６ｂにおいて、清掃部材は、すで
に清掃位置へ回動している。弾性シート部材５ａは、回転するブラシロールに近接し、弾
性シート部材５ａと支持面４との間に弾性接触が得られる。弾性シート部材５ａの鋭利な
縁がブラシロールに絡み付いた物を取り除く。
【００４０】
　図７ａ及び７ｂは、清掃機構が休止モードである時、不要な摩耗からブラシロールを保
護するための別の機構を示す。清掃部材５は、通常の真空掃除時に摩耗から保護されるよ
うに、かつブラシロール清掃時にブラシの毛の摩耗を最小限に抑えるのに役立つように設
計される。回転部材３が集めた小さい石などの硬い微小物は、清掃部材及び特に鋭利な縁
の摩耗の一因となる。図に示すように、微小物は、回転部材３に対面して構成された突出
部材１４によって、清掃部材５と接するのを防止される。更に、突出部材１４は、ブラシ
の毛と清掃部材５の縁との間の接触によるブラシロールの毛の摩耗を制限する。ブラシの
毛は、まず、突出部材１４に接触する。それによって、ブラシの毛は、縁と接する前に曲
がるので、毛の摩耗は制限される。
【００４１】
　図８は、１つの実施形態に従った清掃機構の細部を示す。清掃部材５の弾性シート部材
５ａは、清掃位置にあるとき、角度α（αは、４０°～９０°の範囲）で支持面４の区画
の接線と交わる。
【００４２】
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　使用時に、清掃機構は下記のように作用する。ブラシロール清掃時に、清掃部材５は、
真空掃除機のノズル１に設置された回転ブラシロールに設置された支持面４と相互作用し
て、支持面に圧力を加える。清掃プロセスにおいて、真空掃除機のモーターファンもオン
になる。支持面４は、ブラシの毛を別にして、清掃プロセスにおいて清掃部材５と接触す
るブラシロールの唯一の領域である。ブラシロールが１回転すると、支持面４全体が清掃
部材５と接触することになるので、絡み付いた物は、清掃部材と支持面との間の相互作用
的清掃の対象となる。絡み付いた物は、支持面における清掃部材５による引裂き又は摩擦
によって、より小さな破片へ引き裂かれる。引き裂かれた物は、ブラシロールの回転運動
による遠心力と結合した真空掃除機の空気流によってブラシロールから分離されて、最終
的に真空掃除機のダスト容器又はダスト袋に入る。ブラシロールの毛は、ブラシロール清
掃時には清掃部材５の下で屈曲する。引裂き摩擦のほとんどを発生するのは清掃部材５が
支持面４の表面に加える圧力なので、ブラシロールの毛は、絡み付いた物と同じ摩耗の対
象にはならない。更に、弾性シート部材５ａは屈曲できるので、ブラシロール清掃時に弾
性シート部材５ａと支持面４との間の一貫した相互作用が得られ、これが、誤差を低くす
る。ブラシロール清掃性能は、ブラシロールの回転速度によって決まる。即ち、回転速度
が速ければ、ブラシロール清掃が速くなる。更に、速度はトルクに密接に関係する。即ち
、トルクが増大すれば、速度は減少する。従って、加えられるトルクが効率的なブラシロ
ール清掃にとって十分に高く、同時に速度を過剰に減少させない程度に低い状態を見つけ
ることが重要である。

【図１】 【図２】

【図３】
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